記入例

第67回西日本生理学会　演題登録用紙
１．予稿集用抄録原稿欄
※演題名、発表者および共著者名、所属、本文（200～250文字、図表は不可）の順に記載し、発表者にはアンダーラインを引いて下さい。　本文の最後に（利益相反　あり）または（利益相反　なし）のいずれかをご記入下さい。著者のお一人でも「利益相反 あり」の場合、演題は「利益相反　あり」となります。フォントは明朝体11 pt を使用し、英数字にはTimes New Roman　11 pt を使用して下さい。行間は1行として下さい。ギリシャ文字等は英文フォントを用い、環境依存文字の使用は避けて下さい。
（記入例）
TRPA1は有害ガスを警報し行動を変容させる
米満亨1,2、高橋重成3、森泰生3、上村裕一2、大塚曜一郎1、桑木共之1
1鹿児島大学医歯学総合研究科統合分子生理学, 2鹿児島大学医歯学総合研究科麻酔・侵襲制御学、3京都大学工学研究科分子生物学
　知覚神経に発現しているtransient receptor potential (TRP)A1チャネルは低温やホルマリン等の刺激物質で活性化され、気管・肺領域における侵害刺激—呼吸抑制反射をトリガーする責任分子とされている。刺激物質が気管・肺に到達する前に鼻腔においてこれを検出し体内に取り込まれないようにする神経機構が存在するのではないかと考え、TRPA1ノックアウトマウスを用いてこの仮説を検証した。（利益相反　なし）
２．著者の利益相反のチェック欄　　　　　※発表者の方はお名前にふりがなの記入をお願いします。　


過去1年間の利益相反
  発表者：
　　　　　　米満亨（よねみつ　とおる）

　あり　・　なし   
  共著者１：

高橋重成




　あり　・　なし   
  共著者２：


森泰生




　あり　・　なし   
  共著者３：


上村裕一

　


　あり　・　なし   
  共著者４：


大塚曜一郎




　あり　・　なし   
  共著者５：


桑木共之




　あり　・　なし   
  共著者６：




　


　あり　・　なし   
  共著者７：




　


　あり　・　なし   
  共著者８：




　


　あり　・　なし   
  共著者９：




　


　あり　・　なし   
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　あり　・　なし   
  共著者３：
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　あり　・　なし   
  共著者７：




　


　あり　・　なし   
  共著者８：




　


　あり　・　なし   
  共著者９：
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